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輻
垢
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
じ
え

人
口
急
増
の
五
十
万
都
市
、
相
模
原
市
の
陽
光
台
二
、
三
丁
目
の
住
民
が

「
わ

が
町
」
の
歴
史
を
ま
と
め
、
子
や

孫
に

伝
え
よ
う

と

「
わ
が
郷
上
の
は
な

し

『
松
葉
町
史
』
」
を
完
成
さ
せ
た
。
新
興
都
市
の
中
に
根
づ
い
た
新
し
い

ふ
る
さ
と
の
足
跡
を
三
年
が
か
り
、
自
分
た
ち
で
こ
つ
こ
つ
と
聞
き
歩
い
て

出
来
上
が

っ
た
。

完
成
し
た

「松
葉
臣
史
」

「 町史」の完成を祝う集い一
相模原市の松業町自治会館で

四
十
三
年
香
。
当
時
は
百
八
十
世

帯
で
、
県
道
瓜
生
相
模
原
線
沿
い

に
松
の
防
風
林
が
あ
り
、
松
の
薬

は
緑
が
者
々
し
く
、
枝
か
ら
落
ち

て
も
二
つ
の
業
が
離
れ
な
い
こ
と

か
ら

「
松
楽
町
自
治
会
」
と
名
づ

け
ら
れ
た
。
今
で
は
自
治
会
も
九

百
六
十
五
世
帯
と
い
う
大
世
帯
に

な
り
、
二
十
三
組
に
分
け
て
運
営

し
て
い
る
。

「
町
史
」
を
ま
と
め
た
の
は
、

こ
の
住
民
の
中
の

「
小
さ
な
討
論

会
」

（
加
藤
栄

一
代
表
）
と
い
う

グ
ル
ー
プ
。
五
十
六
年
八
月
、
自

治
会
役
員
の
経
験
者
が
中
心
に
な

っ
て

「
せ

っ
か
く
地
域
に
関
心
を

持

つ
よ
う

に
な

っ
た

の
だ

か
ら

―
―
」
と
役
員
を
や
め
た
後
も
月

に
二
回
、
第
二
、
第
四
金
曜
日
に

集
ま
る
よ
う
に
な

っ
た
。

当
時
は
学
校
が
荒
れ
て
い
た
時

代
で
、
自
分
た
ち
の
子
も
小
、
中

学
生
の
人
が
多
か

っ
た
の
で
、
教

育
問
題
を
語
り
合
い
、
あ
い
さ

つ

運
動
の
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
た
り
、
講
師
を
招
い
て
話
を
聞

い
た
り
し
た
。
こ
の
活
動
の
中
で

六
十
年
二
月
、
町
内
の
歴
史
を
ま

と
め
よ
う
と
い
う
話
に
な

っ
た
。

調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
地
は
戦

後
ま
で
ほ
と
ん
ど
山
林
原
野
だ

っ

た
。
終
戦
直
後
は
わ
ず
か
三
軒
、

電
気
も
水
道
も
な
か

っ
た
。
三
十

五
年
に
も
ま
だ
五
軒
だ

っ
た
。

し
か
し
、
高
度
成
長
経
済
の
中

で
、
市
が
工
場
を
誘
致
し
、
人
口

が
魚
増
す
る
と
と
も
に
町
も
発
展

し
た
。
そ
の
き

っ
か
け
は
三
十
八

年
、
同
市
に
進
出
し
た
三
菱
電
機

が
造
成
し
た
社
員
住
宅
団
地
だ

っ

た
が
、
四
十
年
代
に
は
中
小
不
動

産
業
者
の
乱
開
発
に
の
み
込
ま
れ

た
こ
と
も
。

「
町
史
」
に
は
年
次
ど
と
に
人

家
で

埋
ま

っ
て

い
く
地
図
が

載

り
、
そ
の
変
化
の
す
さ
ま
じ
さ
を

物
語
る
。

市
立
図
書
館
古
文
書
室
の
金
井

利
平
氏
の
話
を
聞
い
た
り
自
治
会

発
足
時
百
八
十
軒
の

一
軒

一
軒
を

探
し
て
歩
き
、
百
三
十
軒
ま
で
確

認
し
た
と
い
う
。
こ
の
中
か
ら
当

時
の
姿
を
し
の
ぶ
貴
重
な
写
真
も

出
て
き
た
。

Ｂ
５
判
、
五
十
七
イ
に
ま
と
め

ら
れ
た

「
町
史
」
は
町
の
発
展
ぶ

相模原市

り
、
自

治
会
の

記
録
、
子
ど

も

会
、
老
人
会
、
婦
人
会
の
活
動
ぶ

り

の
ほ

か
、
遺
跡
、
馬
坂
の

由

来
、
革
競
馬
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
入
れ
、
町
内
の
主
な

一
号
店
な

ど
も
紹
介
し
て
い
る
。

自
治
会
長
の
島
津
信
夫
さ
ん
は

「
私
も
二
十
四
年
に
来
た
の
で
知

ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
あ
ま
り
に

も
急
速
に
発
展
し
す
ぎ
た
と
こ
ろ

だ
が
、
よ
く
こ
れ
だ
け
の
本
に
」

と
、
町
史
編
さ
ん
に
敬
意
を
表
す

る
。婦

大
会
長
の
長
谷
川
明
江
さ
ん

も

「
小
さ
な

討
論

会
が

会
員
制

で
な
く
、
だ
れ
で
も
来
て
話
せ
る

場
で
、
少
な
い
時
は
三
、
四
人
で

も
ず

っ
と
続
け
て
き
た
。
そ
の
活

動
は
す
ば
ら
し
い
。
し

っ
か
り
し

た
足
跡
が
残

っ
た
」
と
喜
ぶ
。

代
表
の
加
藤
さ
ん
は
こ
れ
で
も

ま
だ
足
ら
ず
、
三
年
間
の
聞
き
書

き
や

取
材

の
個
人

リ
ポ
ー
ト
な

ど
、
た
く
さ
ん
眼

っ
て
い
る
材
料

で
、
今
後
は
資
料
集
も
作
り
た
い

と
張
り
切

っ
て
い
る
。
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久
々
に
父
の
書
籍
に
目
を
細
め

陽
に
千
す
母
よ
背
を
丸
め
つ
つ
澄
子

短
歌
ク
ラ
ブ

一
年
の
成
果
築
と

も
言
え
る

「
短
歌

・
さ
ね
さ
し
」

を
は
じ
め
て
手
に
し
た
時
、
だ
れ

の
顔
も
輝
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
が

発
足
し
て

一
年
、
不
安
と
期
待
を

寄
せ
た
短
歌
集
は
見
事
に
で
き
た

の
で
す
。
冒
険
が
実
り
ま
し
た
。

し
か
も
手
作
り
′
　
ま
だ
ま
だ
拙

（
ま
ず
）
い
歌
、
歌
で
す
け
れ
ど

相
棋
原
市
陽
光
台
二
、
三
丁
目

地
区
に
あ
る
松
葉
町
婦
人
会
は
五

十

一
年
に
結
成
し
、
現
在
会
員
数

九
十
二
人
、
大
半
が
四
十
歳
代
で

あ
り
、
有
職
主
婦
は
半
数
を
超
え

ま
す
。
こ
の
地
区
は
全
く
の
新
興

住
宅
街
。
そ
れ
が
幸
い
し
て
、
婦

人
会
の
三
本
柱

（親
ぼ
く

ｏ
学
習

・
奔

Ｃ

を

骨
子
と
し

な
が

ら

も
、
勝
手
な
行
動
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
中

に
、
趣
味
と
親
ば
く
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
ク
ラ
ブ
活
動
が

あ
り
ま
す
。
当
初
は
六
ク
ラ
ブ
で

短
歌
ク
ラ
ブ
が
新
た
に
加
わ

っ

た
の
は
、
昨
年
の
十
月
で
し
た
。

短
歌
を
選
ん
だ
の
は
、
短
歌
が
日

本
音
来
の
独
特
な
香
り
の
高
い
文

学
で
あ
り
、
学
び
た
い
人
も
い
る

短
歌
へ
の
情
熱
を
秘
め
、
し
っ
か

り
し
た
信
念
を
お
持
ち

の

方

で

す
。
短
歌
集
を
出
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
気
を
使
い
な
が
ら
丁

寧
に
講
義
や
添
削
を
し
て
く
だ
さ

垂
垂
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1年にして作った喜びを味わう
あ

っ
た
の
が
、
今
は
九
ク
ラ
ブ
に

ぶ
く
れ
ま
し
た
。

こ
と
と
、
老
い
て
も
、

一
人
で
い

て
も
で
き
る
と
い
う
理
由
か
ら
で

し
た
。
短
歌
の
道
に
あ
こ
が
れ
、

詠
ん
で
み
た
い
と
集
ま

っ
た
十
三

人

（
う
ち
五
人
は
婦
人
会
員
外
）

は
毎
月

一
回
の
例
会
を
楽
し
み
に

し
、
二
時
間
を
精
い

っ
ぱ
い
学
ん

で
い
ま
す
。
講
師
は
市
内
に
お
住

ま
い
の
耳
鼻
科
医
で
、
結
社

「
未

来
」
同
人
の
妃
玉
和
子
先
生
。
上

品
で
美
し
い
方
、
優
し
さ
の
中
に

い
ま
す
。

か
た
く
な
に
拒
む
か
吾
子
よ
絨

黙

（
か
ん
も
く
）
の
せ
め
て
も

汝

（
な
）
が
身
を
拒
む
こ
と
勿

（
な
か
）
れ

　

　

　

　

久
子

七
月
の
例
会
の
時
で
し
た
。
だ

れ
か
が

「
も
う
す
ぐ

一
年
ね
。
短

歌
集
を
作

っ
て
は
？
」
と
。
ま
だ

早
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
賛

否
両
論
で
し
た
が
、
先
生
の
お
勧

め
も
あ

っ
て
、
作
る
こ
と
に
決
ま

り
ま
し
た
。

ま
だ
、
未
熟
な
歌
だ
か
ら
仲
間

だ
け
の
も
の
と
し
て
手
作
り
に
し

各
自
に
自
作
十
首
を
選
び
、
載
せ

る
こ
と
に
決
地
し
ま
し
た
。
早
速

編
集
委
員
数
人
を
選
び
ま
し
た
。

そ
の
中
に
タ
イ
プ
の
プ

ロ
が
お
り

製
本
に
意
欲
的
な
人
も
い
て
、
仕

事
は
は
か
ど
り
、
九
月
に
完
成
し

ま
し
た
。
そ
の
一問

先
生
に
再
度
短

歌
の
見
直
し
と
歌
集
の
体
裁
を
教

え

て
い
た
だ
き

「
さ

ね
さ

し
」

（
相
模
の
枕
言
葉
）
と
い
う
閣
名

も
ち
ょ
う
だ
い
し
ま
し
た
。
先
生

は
か
ね
が
ね

「
素
直
に
心
の
ま
ま

に
う

た
う
の
で

す
」
と
、
旧

仮

名
、
新
か
な
、
文
語
体
、
国
語
体

の
選
択
は
各
自
の
自
由
。
添
削
の

場
合
も
原
文
を
大
切
に
さ
れ
ま
す

の
で
、
こ
の
歌
集
に
は
各
自
の
個

性
が
当
か
に
現
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な

短
歌
巣
と
な
り
ま
し
た
。
手
作
り

と
は
思
え
ぬ
ほ

ど
の
出

来
栄

え

？
・

で
あ
り
、
内
容
も

一
年
生
と

し
て
は
上
出
来
か
な
？
　
と
う
ぬ

ば
れ
て
い
ま
す
。

製
本
は
六
十
冊
で
し
た
が
、
手

作
り
ゆ
え
に
費
用
は
少
な
く
、
材

料

・
印
刷
費
、
謝
礼
、
そ
の
他
で

五
万
円
と
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
従

っ
て
、
経
常
費
以
外
に
臨

時
徴
収
は

一
人
わ
ず
か
千
五
百
円

（
一
人
に
三
冊
配
布
）
で
済
み
ま

し
た
。

こ
れ
を
は
ず
み
に

・、さ
ら
に
短

歌
へ
の
意
欲
を
燃
や
し
、
自
己
研

修
を
深
め
て
い
く
と
と
も
に
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
が
な
お
強
ま
れ
ば
よ

い
と
願
い
、
新
た
に
二
人
の
加
人

を
得
た
こ
と
で
次
の
例
会
を
待
ち

速
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
よ
リ
サ
ド
ル
を
少
し
高

く
し
て
五
月
の
空
へ
買
物
に
行羹

（松
葉
町
婦
人
会
短
歌
ク
ラ
ブ
代

表
）

＝
相
模
原
市
陽
光
合



あ

が

転
勤
の
多
い
新
聞
記
者
生
活
の
中
で
、
私
は

一
九
六
六
年

（
ｓ
４‐
）
九
月
、
相

模
原
通
信
部
に
赴
任
し
て
以
来
、
今
年

（
一
九
九
二
年
）
二
月
、
定
年
を
迎
え
る

ま
で
、
二
十
五
年
余
を
当
地
で
過
ご
し
た
。

こ
ん
な
に
長
く
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
間
に
毎
日
書
き
散

ら
し
た
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
、
五
十
六
冊
、
本
棚
に
並
ん
で
い
た
。

新
聞
の
切
り
抜
き
な
ん
て
縮
刷
版
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
だ
が
あ
れ
は
東
京
の
最
終
版
で
あ
っ
て
、
県
版
、
地
域
版
の
記
事
は
載

っ

て
な
い
。
支
局
で
保
存
し
て
い
る
も
の
も
、
何
年
か
た
つ
と
廃
棄
し
て
し
ま
う
。

何
か
の
意
味
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
去
る
二
月
十

一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、

相
模
原
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
報
道
展

「相
模
原

。
津
久
井
の
四
半
世
紀
―

（
に
）

の
字
記
者
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

ｏ
ブ

ッ
ク
か
ら
―
」
を
催
し
て
み
た
。

（
に
）
の
字
と

は
、
県
版
コ
ラ
ム

「
ハ
マ
風
」
に
用
い
て
い
た
私
の
サ
イ
ン
で
あ
る
。

メ
イ
ン
で
あ
る
戦
車
闘
争

（
一
九
七
二
年
）
の
展
示
を
見
て
、
こ
ん
な
こ
と
が

あ

っ
た
の
で
す
か
、
と
聞
く
人
が
い
た
。
二
十
年
前
の
出
来
事
が
も
う
忘
れ
ら
れ

た
歴
史
の
彼
方
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

資
料
的
価
値
が
あ
る
、
学
校
で
副
読
本
に
使
い
た
い
な
ど
出
版
を
勧
め
る
人
々

の
お
だ
て
に
乗

っ
て
、
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
高
橋
正

一
郎
、
永
瀬

一
哉
、

秋
山
原
宏
、
塩
川
良
勝
、
伊
藤
年
男
、
川
口
茂
明
、
中
村
宣
勝
諸
氏
の
よ
き
ア
ド

バ
イ
ス
に
感
謝
し
ま
す
。

※
こ
の
本
を
徹
夜
で
校
了
さ
せ
た
七
月
二
〇
日
朝

「
二
つ
の
心
残
り
」
の
う
ち
の

一
つ
北
出
さ
ん
の
労
災
問
題
が
認
定
さ
れ
た
と
の
報
せ
が
舞
い
込
ん
だ
。
印
刷

機
を
止
め
て
こ
の
朗
報
を
入
れ
て
も
ら
っ
た
。

一
九
九
二
年
八
月

一
五
日

（
卜に
）

（
に
）

羮死
士冗
一死

振
替
口
座

印

　

刷

著 発

イ予

者 日

の
字
記
者
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

ｏ
ブ

ッ
ク

ー
相
模
原

・
津
久
井
の
四
半
世
紀
―

一
九
九
二
年
八
月

一
五
日

西
　
尾
　
顕
　
爾

一Ｔ
閉

相
模
原
市
陽
光
台
三
十
九
十

一
二

電

話

〇
四
二
七
（
５２
）五
五
三
六

相
模
原
市
書
店
協
同
組
合

電

話

〇
四
二
七

（
６２
）
三
六
四
五

横
浜
　
一
一―
八
三
六
八

何

文
芸
印
刷

定価 1,500円 (本体1,456円 )






